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受
賞
し
て
一
ヶ
月
で
す
ね

　

最
初
に
推
薦
の
お
話
を
頂
い

た
の
が
初
夏
の
頃
だ
っ
た
の
で
、

や
っ
ぱ
り
大
臣
表
彰
な
ん
て
無

理
よ
ね
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の

通
知
で
し
た
。
北
村
市
長
か
ら

授
与
さ
れ
た
時
は
、
夢
じ
ゃ
な

い
、
本
当
な
ん
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
公
民
館
の
皆
様
の
温
か

な
支
援
と
良
い
仲
間
が
あ
っ
て
、

三
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
お
互

い
に
支
え
合
っ
た
か
ら
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
?

　

公
民
館
が
出
来
て
三
年
目
の

県
内
二
ケ
所
に
松
岡
の
神
社

　

藤
枝
市
旧
岡
部
町
の
廻
沢
に

飛
龍
神
社
が
あ
り
ま
す
。
古
く

か
ら
水
神
と
し
て
、
深
い
信
仰

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
隣
に
は
、
幕
臣
松
岡
萬
を

祀
っ
た
松
岡
神
社
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
知
り

志
太物

語
こ
の
神
社
は
、
明
治
三
年
、
松

岡
が
存
命
中
に
廻
沢
の
人
々
が

そ
の
徳
を
慕
い
，
生
き
神
と
し
て

祀
っ
た
も
の
で
、
こ
う
し
た
も
の

を
生せ

い
し祠

と
い
い
ま
す
。
県
内
に
は

も
う
一
ケ
所
、
同
様
に
松
岡
萬

を
祀
っ
た
生
祠
池い

け
ぬ
し主

神じ
ん
じ
ゃ社

が
磐

田
市
に
あ
り
ま
す
。

　

藤
枝
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
蓮
華
寺
池
に
は
、
か
つ
て

干
拓
事
業
の
騒
動
が
あ
り
、
こ

れ
を
治
め
た
の
も
松
岡
で
し
た
。

公
園
内
に
は
、
そ
の
時
の
三
人
の

名
主
の
顕
彰
碑
が
建
ち
、
碑
記

静
岡
の
大
岡
越
前
・
松
岡
萬

つ
も
る

蓮
華
寺
池
の
干
拓
問
題
も
解
決

定
吟
味
役
を
経
て
、
幕
府
精
鋭

隊
に
属
し
ま
し
た
。
明
治
維
新

後
、
徳
川
慶
喜
の
駿
府
移
住
の

時
、
新
番
組
頭
と
し
て
警
護
を

務
め
た
人
物
で
す
。
ま
た
水
利

路
程
掛
・
製
塩
方
・
開
墾
方
等

の
責
任
者
と
な
っ
て
、
中
條
金

之
助
ら
と
牧
之
原
や
富
士
山
麓

の
開
墾
を
指
揮
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新し

ん
も
ん門

辰
五
郎
の
協

力
を
得
て
、
福
田
町
の
製
塩
事

業
な
ど
も
行
い
、
各
地
の
農
民

た
ち
か
ら
は
、「
松
岡
さ
ま
」
と

慕
わ
れ
ま
し
た
。

廻
沢
の
松
岡
裁
き
と
伝
承

　

明
治
二
年
、
岡
部
宿
と
廻
沢

村
が
入い

り
あ
い
ち

会
地
の
境
界
を
定
め
る

に
あ
た
っ
て
争
い
が
起
こ
り
ま

し
た
。
廻
沢
は
大
変
小
規
模
で
、

岡
部
宿
か
ら
の
境
界
の
侵
略
は

村
の
存
立
に
か
か
わ
る
も
の
で

し
た
。
明
治
三
年
、
松
岡
の
裁

定
で
廻
沢
村
の
所
有
地
が
確
定
、

廻
沢
村
で
は
飛
龍
神
社
内
に
松

岡
神
社
を
創
建
。
地
元
に
は
松

岡
を
称
え
た
ご
詠
歌
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。「
ま
つ
お
か
さ
ま
の　

ご
お
ん
け
い　

こ
こ
ろ
に
ち
か
い

　

わ
す
る
ま
じ　

ひ
り
ゅ
う
じ
ん

じ
ゃ
と　

も
ろ
と
も
に
」。

　

松
岡
は
明
治
維
新
の
功
労

者
・
山
岡
鉄
舟
の
親
友
で
あ
り
、

侠き
ょ
う
か
く
客
・
清
水
次
郎
長
と
も
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
警
視

庁
の
大
警
部
を
務
め
、
明
治
二
十

年
没
し
ま
し
た
。
享
年
五
十
四
歳

で
し
た
。　　
　
　
（
小
嶋
良
之
）

石
壇
に
「
文
政
五
年
十
一
月
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
那

閉
神
社
に
在
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

浜
当
目
村
の
郷
倉
の
前
に
置
か
れ

て
い
た
も
の
が
、
大
正
年
間
に
那

閉
神
社
に
移
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

三
つ
の
石
壇
の
上
に
獣
足
の
竿
、

中
台
と
乗
り
、
そ
の
上
に
火
を

灯
す
火
袋
、
笠
、
宝
珠
を
重
ね

て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
九
月

に
、
焼
津
市
指
定
有
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

焼
津
市
浜
当
目
に
鎮ち
ん
ざ座

す
る
那
閉
神
社
の
境
内
に
、

焼
津
市
内
で
は
最
も
大
き
い

と
言
わ
れ
る
常
夜
燈
が
あ

り
ま
す
。

　

高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
と
い
う
こ
の
常

夜
燈
は
、
信
州
高た
か
と
お遠の

石

工
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
、

昭
和
六
十
年
に
「
公
民
館
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
図
書
の
整
理
や
図

書
カ
ー
ド
の
作
成
、
貸
出
業
務

な
ど
が
主
で
し
た
。
そ
の
後
、

会
の
名
を
「
て
ん
と
う
虫
」
と

改
め
ま
し
た
。
平
成
六
年
に
図

書
館
が
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
に
な

り
、
読
み
聞
か
せ
の
比
重
が
高

く
な
り
ま
し
た
。
設
立
時
か
ら

の
会
員
も
二
名
い
て
、
今
、
九

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
が
あ
り
ま
す
か

　

読
み
聞
か
せ
は
、
会
が
で
き

た
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
、
月
一
回
の
定
例
会
と
勉

強
会
、
毎
週
土
曜
日
に
幼
児
・

小
学
校
低
学
年
対
象
の
「
お
は

な
し
会
」、
高
洲
小
と
高
洲
南

小
で
の
「
お
で
か
け
お
は
な
し

会
」、
高
洲
中
学
校
で
の
「
読

み
語
り
の
会
」
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

に
毎
年
参
加
し
人
形
劇
を
上
演

し
て
い
ま
す
。
一
回
の
上
演
で

す
が
練
習
を
積
み
重
ね
、
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。「
春
の
発
表
会
」
で
は
司

会
役
を
務
め
、
地
区
と
の
つ
な

が
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
本
を

好
き
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

ま
た
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
読

み
聞
か
せ
、
未
知
の
知
識
や
情

報
、
感
動
を
通
じ
て
夢
や
希
望

を
持
ち
、
心
豊
か
な
人
間
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
も
若
い
人
た
ち
に
受

け
継
い
で
も
ら
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
負
け
ず
に
成
長
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

銘
文
中
に
は
松
岡
萬
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
岡
の
静
岡
で
の
四
年
間

　

松
岡
萬
は
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）、
江
戸
の
代
々

鷹
匠
組
頭
を
つ
と
め
る
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
萬
は
「
つ
も
る
」

「
む
つ
み
」「
よ
ろ
ず
」
と
も

読
み
ま
す
。

　

松
岡
は
講
武
所
に
学
び
、
勘

▲鳥居の額束（がくづか）

▲神社拝殿

▲本殿の松岡神社（左）と飛龍神社（右）

▲鳥居周辺

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

那
閉
神
社
の
常
夜
燈

志
太
新
名
物
探
訪

な

へ

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

三
十
年
に
亘
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
評
価

岡
部
・
廻め

ぐ
り
さ
わ沢

の 

松
岡
神
社

て
ん
と
う
虫

高
洲
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

株式会社株式会社
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◆応募・問合せ先　焼津市観光協会「やいづマリンレディ」係
〒425-0027　焼津市栄町１-２-１４
E-mail: kankou@yaizu.gr.jp URL: http://www.yaizu.gr.jp/
☎０５４-６２６－６２６６　

やいづマリンレディやいづマリンレディ
コンテスト出場者募集

◆活動期間　平成２８年４月から３０
年３月まで（２年間）
◆応募資格　１８歳以上の健康な女
性（既婚・未婚は問いません）焼津市
及び藤枝市に在住または通勤・通学さ
れている方で、焼津市観光協会等の
諸行事に優先的に参加できる方（但し、
平成２８年４月１日現在高校在学中の方及び
モデル等専属契約または他の類似コンテスト
に選出されている方は除きます。）

◆賞金等　賞金１０万円及び賞状、トロフィー他副賞多数
◆応募方法　チラシ裏面の専用応募用紙に必要事項を記入し、
３ケ月以内に撮影した全身写真（サービス判以上）を同封のうえ、
焼津市観光協会事務局へお送りください。応募用紙は、観光
協会のホームページからもダウンロードできます。

焼津市の観光ＰＲや市の公式行事等各種イベントに積極
的に参加して、焼津市のイメージアップのために活躍して
いただく「やいづマリンレディ」を選出するコンテストを開
催します。
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神 様 の ご 神 徳

神様は、八
やおよろず

百万の神といわれるように、数え切れないほどいらっしゃいます。そして、伊
勢神宮の天照大御神がすべての総氏神として存在し、それぞれの地域の氏神様と繋がっ
ています。名前はそれぞれ違っても、支店として氏神様が存在し、総本店である天照大
御神に繋がっている訳です。ですから、まずは、遠くの有名寺社に行く前に、地域の氏神様を
大切にすることによって、結果的にご加護がより深まり、願い事が叶っていくといわれています。

◆神様の一覧表
アマテラススメ
オオミカミ

天照皇大御神・
天照皇大神 国土平安・五穀豊穣・生命力向上 神明宮（焼津市三ケ名） 岩田神社（藤枝市内瀬戸）

イザナミノミコト 伊邪那美命 延命長寿・縁結び・事業成功 熊野神社（焼津市小川） 
高根白山神社（藤枝市瀬戸ノ谷）

イザナギノミコト 伊弉冊命・
伊邪那岐命 延命長寿・縁結び・事業成功 岩城神社（藤枝市青葉町１）

高根白山神社（藤枝市瀬戸ノ谷）

ウガノミタマノミコト 宇迦之御魂命 五穀豊穣・諸産業隆盛・諸芸上達 稲荷神社（焼津市中新田） 前島神社（藤枝市前島１）
田中神社（藤枝市郡）

オオワタツミノミコト 大綿津見命 海上安全・漁業守護・諸産業隆盛 浦神社（焼津市本町１）

オオクニヌシノミコト
大国主命

（大物主命・
大巳貴命）

夫婦和合・病気平癒
出雲大社出雲教藤枝分院（藤枝市藤枝2） 那閉神社

（焼津市浜当目３）神神社（藤枝市岡部町三輪） 大井
八幡宮（焼津市藤守）六社神社（藤枝市岡部町新舟）

オオイチヒメノミコト 大市比売命 五穀豊穣・市場の守護 稲荷神社（焼津市中新田） 前島神社（藤枝市前島１）
田中神社（藤枝市郡）

オオヤマクイノミコト 大山咋命 醸造の守護　諸産業繁栄家系繁栄 大井八幡宮（焼津市藤守）

オオササギノミコト 大鷦鷯命
＝仁徳天皇 学問・智恵・交易・経営の神 若宮八幡宮（藤枝市岡部町岡部）

オキナガアシヒメノ
ミコト

息長足姫命
（息長帯比売命） 縁結び 青山八幡宮（藤枝市八幡）　八幡神社（藤枝市花倉）

若宮八幡宮（藤枝市岡部町岡部）

カグツチノミコト 迦具土命 火災除け・郷土守護 六社神社（藤枝市岡部町新舟）

カムヤマトイワレヒコノ
ミコト

神倭伊波礼毘古命
＝神武天皇 国家安泰・艱難克服 和田神社（焼津市田尻１）

ククリヒメノミコト 菊理姫命 農業の守護神・縁結び 高根白山神社（藤枝市瀬戸ノ谷）

クマノサンザ 熊野三座 来世の加護・当病平癒・現世の利益 岩城神社（藤枝市青葉町１）　

コウラタマタレオオカミ 高良玉垂大神 厄除け・延命長寿・交通安全 八幡神社（藤枝市花倉）

コトヒトノミコト 言仁命＝安徳天皇 海上安全・水難除け・安産守護 水天宮（焼津市石津）

コトスガノオノミコト 事解男命 魔除け守護 岩城神社（藤枝市青葉町１）

コノハナサクヤヒメノミコト 木花咲耶姫命 五穀豊穣・火災除け・醸造の守護 前島神社（藤枝市前島）

サルタヒコノミコト 猿田彦命 災難除け・交通安全・殖産興業 六社神社（藤枝市岡部町新舟）

スクナヒコナノミコト 少彦名命 国土平安・病気平癒・諸産業隆盛 飽波神社（藤枝市藤枝５）六社神社（藤枝市岡部町新舟）

タマヨリヒメノミコト 玉依比売命 子宝・海上安全・漁業守護 青山八幡宮（藤枝市八幡）

ツキヨミノミコト 月読命・月夜見命 五穀豊穣・豊漁守護・海上安全 六社神社（藤枝市岡部町新舟）
月夜見八幡神社（藤枝市高洲９）

トクガワイエヤスコウ 徳川家康公 国家安泰・病気平癒・安産・子授け 田中神社（藤枝市郡）

トヨウケノオオカミ 豊受大神 農業守護・漁業守護・諸産業の守護 岩田神社（藤枝市内瀬戸）

ハヤタマオノミコト 速玉男命 祓い清め・魔除け守護 岩城神社（藤枝市青葉町）

ヒルコノミコト 蛭子命 豊漁守護・海上安全・商売繁盛 西宮神社（焼津市栄町）

ホンダワケノミコト
誉田別命・
品陀和気命
＝応神天皇

国家鎮護・殖産興業・勝運招来
青山八幡宮（藤枝市八幡）八幡神社（藤枝市花倉）月夜
見八幡神社（藤枝市高洲）高柳神社（藤枝市高柳）大
井八幡宮（焼津市藤守）八幡宮（焼津市下江留）八幡宮

（焼津市利右ェ門）若宮八幡宮（藤枝市岡部町岡部）

ミヅハノメノカミ 弥都波都売神 農耕守護・祈雨・止雨・子授け 前島神社（藤枝市前島１）高柳神社（藤枝市高柳）
大井神社（藤枝市岡部町青羽根）

ヤエコトシロヌシノミコト 八重事代主命 五穀豊穣・海上安全・漁業守護 那閉神社（焼津市浜当目）

ヤマトタケルノミコト 日本武尊 国土平安・五穀豊穣・商売繁盛 焼津神社（焼津市焼津）

1まず、山門をくぐる前に一礼します。
2境内に入り、神社と同じやり方で手水をします。
3ろうそくや線香の献灯・献香をします。

4本堂前で一礼をしてお賽銭を入れ、鳴り物を鳴らします。
5胸の前で静かに手を合わせます。
6その後、一礼し、本堂からさがります。

仏 様 の 功 徳

二拝二拍手一拝

1二拝（二回頭を下げておじぎし、
　神様への敬意を表します）
2胸の高さで掌を合わせ、
　右手を少し下にずらして二拍手。
3その後、指先をきちんと合わせてお祈りします。
4最後に一拝をして終了です。

手 水（てみず、ちょうず）

1右手で柄
ひしゃく

杓を持って水を汲み、左手にかけます。
2柄杓を左手に持ち替え、右手にかけます。
3右手に持ち替え、左の掌

てのひら

に水を受けて口をすすぎます。
4もう一度、左手に水をかけます。
5最後に、両手で柄杓を立てて柄杓の柄に水を流します。
6柄杓置き場に柄杓を伏せて戻します。

神 社 の 参 拝

1鳥居をくぐる時は、軽く会釈をして境内に入ります。
2参道の中央は神様が通る場所なので左右どちらかに寄ります。
3手水舎で手水をとり、心身を清めてからご神前に進みます。
4拝殿前で軽く会釈し鈴を鳴らし、賽銭を入れて二拝二拍手一拝。
5感謝と祈念し、最後に、軽く会釈をして退きます。

初 詣 の 歴 史

古くは「年
としこもり

籠」と言い、家長や村の代表が祈願のために大晦日の夜から元日
の朝にかけて氏神の社に籠る習慣がありました。その後、大晦日の「除夜詣」
と元日の「元日詣」に分かれ、元日詣が残って、現在の初詣の原形となりま
した。江戸時代末期までの元日詣は、氏神に参拝し、
家から見て恵方の幸運をもたらす方角にあたる社寺
に参拝（恵方詣り）をしていました。元日詣が一般化
したのは明治中期で、鉄道の発達と共に、氏神や恵
方と関係なく有名な社寺への参拝が風習になりました。

初 詣 の 風 習

社寺へ参拝を行って、社務所でお守り、破魔矢、風車、熊手などを受け、絵
馬に願い事や目標を書いたりして、今年一年がよい年であるよう祈ります。初
詣の時期は、元日（１/1）や三が日（1/1～ 1/3）とされてきましたが、最近は、
松の内（1/1～ 1/7）までとなってきています。
◆お賽銭は、5円＝ご縁（5円）がありますように、10円（5円玉2枚）＝重ね
重ねご縁がありますように、15円＝十分ご縁がありますように、と５円の
語呂合わせになっています。

◆また、お願い事というよりも「神仏への感謝」と「今年はこういう風に行動し
ます。」という「誓いの言葉」を発することをおすすめします。たとえば、合
格祈願であれば「合格を目指し、最後まで諦めることなく、日々精進努力し、
全力を尽くしますので、お見守りください」という感じです。

初詣は、いつも見守ってくださる町内の氏神様や菩提寺に、旧年中の御加護
を感謝し、新年の挨拶と平安無事を祈願するものです。最近は、個人的なお
願い事が、一番の目的になっていますが、本来は家族や地域、国や人々の
安寧、五穀豊穣をお願いするものでした。神社とお寺は、どちらでも構いません。
むるぶのおすすめ初詣は、旧来の作法で、最初に町内･近隣の氏神様と菩
提寺に行き、その後、恵方の社寺か定番の社寺に参拝に行くというものです。

２０１６年の恵
え

方
ほう

は南南東

◆仏様（如来・菩薩）一覧表

如　来 お釈迦様が悟りを開いた後の姿が基本なので衣をまとっただけの質素な姿です。装飾品はありません。
ただし大日如来は例外で冠を冠っています。薬師如来以外は持ち物を持っていません。

しゃかにょらい 釈迦如来 悟りを開かせる 
やくしにょらい 薬師如来 病気平癒、特に眼病 
あみだにょらい 阿弥陀如来 極楽への往生、敬愛、重病人の延命祈願 
びるしゃなぶつ 毘盧舎那仏 全ての仏尊のご利益の本源 
だいにちにょらい 大日如来 一切成仏、密教における最高仏 

菩　薩 お釈迦様が修行中で王子だった頃の姿が原形なので、冠、首飾り、
イヤリングなど装飾品を身に付けた姿です。髪型は高く結い上げています。

かんぜおんぼさつ・しょうかんのん 観世音菩薩・聖観音 除災、あらゆる願いを聞き入れる 
じゅういちめんかんのん 十一面観音 除災、除疫、あらゆる願いを聞き入れる 
せんじゅかんのん 千手観音 敬愛、除病、破地獄（地獄からの救済） 
もんじゅぼさつ 文殊菩薩 知恵、学問 
ふげんぼさつ 普賢菩薩 滅罪 
せいしぼさつ 勢至菩薩 如来の救済力を盛んにする 
こくうぞうぼさつ 虚空蔵菩薩 記憶力増強、福徳、知恵、学問、仏智悟入 
じぞうぼさつ 地蔵菩薩 子授け、子育て、滅罪 
みろくぼさつ 弥勒菩薩 釈迦の後継者なので、未来を救済する

お 寺 の 参 拝 方 法

仏様も、様々な種類があり、如来、菩薩、明王、天部などに別れています。また、
ご本尊は、そのお寺の様々な歴史的な経緯によって、以前の宗派のものであったり
して、必ず、この宗派だから、この仏様という訳ではありません。
ここでは如来と菩薩の代表的なものをご紹介します。

氏神様と菩提寺、恵方か定番社寺に初詣

http://shizuoka.
rokin.or.jp/sp/

http://shizuoka.
rokin.or.jp/mobile/

※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

対　　　象

対象の方
全員に！

プレゼント方法

実施期間

対象期間中〈ろうきん〉藤枝ローンセンター、焼津支店、島田支店、榛南支店で、他の金融機関で発行されたローン返済予定表（明細書）を
ご提出いただいたお客様全員。

ムダを
なくして
節約
しよう！

子どもが進学するけど、
仕送りどうしよう！

最近、食品の値上がりで
食費の負担がきつい？！

ローンの借換えとか
考えてみようかな。

家計の見直し
相談受付中！

ジェフグルメカード（1,000円分）

もれなくプレゼント！

さらに！
総額10万円、抽選で20名の方10万円 20名の方

大
当
た
り

①ジェフグルメカード（1,000円分）：家計相談後、順次ご登録の住所に簡易書留で郵送します。
②UCギフトカード（5,000円分）：家計相談後、ローン契約までされたお客様を対象とした抽選に当選した20名の方に郵送します。
2015年10月1日㈭～2016年3月31日㈭
※UCギフトカードの抽選及び発送は、2016年5月中旬を予定しています。

インターネット仮申込が便利でカンタン スマートフォン モ バ イル

他の金融機関で発行されたローン返済予定表（明細書）を
ご提出ください。家計相談されたお客様には、ファミレスや
居酒屋チェーン店等、全国の加盟店で使える

家計の見直し相談後、ローン契約者の中から抽選でローン契約者

5,000円 UCギフトカード 当たる！の が

を、

相談受付中！

ジ

もジェフグルメ
カード

1,000円分

※キャンペーン内容や時期は予告なしに変更させていただくことがあります。キャンペーン内容の詳細は、下記にあるお問い合せ先〈ろうきん〉店舗でご確認ください。
※お問い合せの受付時間は、平日9：00～17：00（水曜日のみ9：00～19：00）です。藤枝ローンセンターのみ日曜日（9：00～12：00、13：00～16：00、祝日は除く）も受付いたします。

お問い合せ
ろうきん藤枝ローンセンター
☎054-636-8800

ろうきん焼津支店
☎054-629-2345

ろうきん島田支店
☎0547-36-6526

ろうきん榛南支店
☎0548-22-3344
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今
や
県
内
の
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
で
最
大

級
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る

「
ル
ミ
ス
タ
藤
枝
」。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
ふ
じ
え
だ
花
回
廊
」
で
す
。
す
っ

か
り
藤
枝
の
冬
景
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
五
万
六
千
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
奏
で
る
光
の
絵
画

は
、
心
を
ほ
っ
こ
り
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
全
国
の
一

番
人
気
は
、
神
戸
の
ル

ミ
ナ
リ
エ
。
最
大
規
模

は
長
崎
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
で
何
と
千
三
百
万
球
。

今
年
は
、
焼
津
、
藤
枝
、

島
田
の
三
市
が
連
携
し
て

駅
周
辺
を
光
で
飾
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

焼
津
の
浜
言
葉
を
遺
し
た
い

　

一
昔
前
の
焼
津
の
人
間
と
話
す
と
、「
ば
か
、

ば
か
や
ろ
う
、
ば
か
っ
た
ー
、
ば
か
っ
ち
ょ
い
、

ば
か
ん
ず
ら
」
と
話
の
最
初
や
途
中
、
そ
し
て

挨
拶
が
わ
り
に
「
ば
か
」
が
使
わ
れ
ま
す
。
言

葉
は
荒
っ
ぽ
い
の
で
す
が
、
相
手
に
対
す
る
敬

意
や
親
し
み
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
浜
言
葉
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
二
十
二
年
前
、
孫
娘
が
通
う
小

学
校
で
戦
前
の
話
を
頼
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
普

通
に
話
し
て
い
て
も
浜
言
葉
が
混
ざ
り
、
子
供

た
ち
か
ら
歓
声
と
と
も
に
も
っ
と
浜
言
葉
の
こ

と
を
知
り
た
い
と
質
問
攻
め
で
し
た
。
先
生
か

ら
は
浜
言
葉
を
き
ち
ん
と
残
す
よ
う
に
勧
め
ら

れ
、
そ
れ
か
ら
メ
モ
帳
を
持
ち
歩
き
、
浜
言

葉
を
書
き
留
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
ま
と
め
た
ノ
ー
ト
が
平
成
十
七
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
発
見
ふ
る
さ
と
の
宝
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
版
を
八
月
に
発
行
し
、
各
所
に
寄
贈

　

そ
れ
か
ら
十
年
か
け
て
収
集
し
私
家
版

「
遺
し
た
い
焼
津
の
方
言
と
浜
言
葉
」
を

発
行
し
た
の
は
二
〇
〇
三
年
で
す
。
そ
の
後
、

浜
通
り
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
、
焼
津
の
他
地

区
か
ら
嫁
に
来
た
人
な
ど
三
十
人
で
「
焼
津

の
浜
言
葉
を
遺
す
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

二
ヶ
月
に
一
度
、
皆
で
浜
言
葉
を
持
ち
寄
っ
て

改
訂
版
を
作
り
ま
し
た
。
翌
年
、
翌
々
年
と

三
版
、
四
版
を
出
し
、
今
回
、
十
年
ぶ
り
に

五
版
を
出
版
し
ま
し
た
。

焼
津
の
浜
言
葉
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す

　

オ
マ
ッ
チ
ッ
チ
（
お
ま
え
の
家
）、
キ
ャ
ー

ダ
リ
ー
（
疲
れ
た
）、
〇
〇
ス
カ
（
や
ろ
う
・

や
ら
な
い
）、
ネ
コ
マ
タ
ギ
（
猫
が
ま
た
ぐ
ほ

ど
ま
ず
い
魚
）
ヒ
ン
ズ
ブ
ス
（
踏
み
つ
け
る
）、

ブ
ソ
ク
ル
（
す
ね
る
）、
ヤ
ッ
キ
リ
ス
ル
（
気
の

悪
い
思
い
）、
ヤ
ッ
コ
サ
ン
（
あ
い
つ
）、
ヨ
ッ
ピ

テ
ー
（
一
晩
中
）、
ロ
ク
ッ
タ
マ
（
ま
る
っ
き
り
）、

ワ
シ
（
私
）、
ワ
レ
（
お
前
）。

　

冊
子
に
は
、
浜
言
葉
の
他
に
「
伝
え
た
い

焼
津
の
伝
説
と
風
物
詩
」「
孫
た
ち
へ
の
証
言

（
私
の
中
で
の
戦
争
）」
も
収
め
ま
し
た
。
市

の
図
書
館
や
公
民
館
、
静
岡
福
祉
大
図
書
館

な
ど
で
寄
贈
本
を
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

志太の歳時記志太の心風景

二
十
五
万
余
球
の

ル
ミ
ス
タ
藤
枝

ま
ち
達
人

の

猫
の
幸
せ
と
縁
起

浜
言
葉
は
荒
っ
ぽ
い
。

だ
け
ー
が「
ば
か
ぬ
く
と
い
」。

浜
言
葉
は
、焼
津
の
漁
師
や

水
産
加
工
業
者
が
大
勢
い
た

通
称｢

浜
通
り｣

で
使
わ
れ
て
い
た
。

人
情
あ
ふ
れ
る
浜
言
葉
を
遺
し
た
い
。

そ
う
思
い
仲
間
と｢

遺
す
会｣

を
作
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
に
最
初
の
冊
子
を
発
行
。

二
〇
一
五
年
八
月
、千
五
百
九
十
語
を

収
録
し
た
第
五
版
を
出
版
し
た
。

猫
に
と
っ
て
一
番
幸
せ
な
こ
と
は
、

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
同
じ
事
を
す
る
こ
と
。

猫
の
語
源
が
「
寝
子
」
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
、

そ
の
睡
眠
時
間
は
長
く
14
～
16
時
間
。

猫
伝
説
に
は
吉
事
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

白
猫
や
白
猫
の
夢
を
み
る
と
縁
起
が
い
い
。

猫
の
く
し
ゃ
み
を
聞
く
と
幸
運
が
訪
れ
る
。

黒
猫
が
住
み
付
い
た
ら
幸
運
が
や
っ
て
く
る
。

白
猫
も
黒
猫
も
幸
運
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

焼
津
の
浜
言
葉
を
遺の

こ

す
会
会
長（

91
歳
）

長
谷
川 

寅と
ら
き
ち吉

受
け
継
い
で

ほ
し
い

後
世
に

方
言
と
浜
言
葉
を

焼
津
の
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ホームページも
ごらん下さい。

旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

今お使いのクリームに１滴まぜるだけ
保湿力が格段にアップ
お肌にやさしい深海魚の天然オイル
全身のスキンケアにも

60㎖

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街

☎054-644-5829

60㎖

何をやっても乾燥するかたへ乾燥

3,000円3,000円

１回分

約１０円
無料

サンプルも
ございます

編集長後記

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，おすすめの元気が出る歌･曲は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他ご意見、ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 香煎茶 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　1月5日㈫
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

２０１６年の恵方は？

　〇〇〇（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選
で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」または「大沢聡
オカリナコンサートチケット」（１０組・藤枝市民
会館・１／１１）をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

来年の干支は「丙申＝ひのえさる」。丙は明らかという
意味で、申は「呻く（うめく）」という意味だといわれます。
語源から考えると２０１６年のキーワードは「形が見え
てくる」「実が熟す準備をしていく」となります。これ
まで日の目を見なかったことや今までの頑張りが形に
なっていく年、気づけなかったことに気づく年のようで
す。新年は佳き年でありますように。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）



1月の休日緊急医

小児科
・

1日（祝） 2日（土） 3日（日） 10日（日） 11日（祝） 17日（日） 24日（日） 31日（日） 1日（祝） 2日（土） 3日（日） 10日（日） 11日（祝） 17日（日） 24日（日） 31日（日）

5

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

匡ペインクリニック
（駅前一）

�646･7261

（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
（内）敬天堂医院
（岡出山一）
�641･1723

敬天堂医院
（岡出山一）
�641･1723

（内）西山クリニック
（平島）

�646･3003

（内・小）たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
（内）ゆみ内科クリニック
（茶町三）

�641･7700

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

（内・小）三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

（内）錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
（内）ひろせクリニック
（駅前二）

�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

（内・小）川口内科
（八幡）

�644･3366

（内・小）大岩内科医院
（高岡一）

�636･0018
（内）近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

（内・小）菅ヶ谷内科医院
（堀之内）

�641･2903

（内）西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
（内）すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

（内・小）大持医院
（藤枝五）

�641･0651

（内）なお消化器内科クリニック
（高洲一）

�634･1825
（内）高橋医院
（下青島）

�647･0370

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

（内・小）朝比奈診療所
（岡部町新舟）
�668･0272

（内・小）櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
（内）鈴木内科医院
（茶町四）

�644･6960

秋山医院
（本町三）

�641･6175

藤枝眼科クリニック
（青木二）

�647･7770
村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）

�641･5318

小川眼科医院
（本町二）

�641･0160
藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001
（泌）あおき腎・泌尿器クリニック
（本町二）

�647･2022

ともの眼科医院
（青葉町二）
�636･3044

ふじえだ耳鼻咽喉科クリニック
（上藪田）

�648･1000
（産・婦）いしかわレディースクリニック
（平島）

�643･0311

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571
まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）

�645･3387


